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1970年頃をピークに、路線バスの利用者数
は、年々減少の一途をたどっています。都市部
と郊外などで地域的な差はあるものの、これは
日本全体が抱える深刻な問題です。
超高齢社会と言われる昨今ですが、65歳以
上の高齢者の中でも比較的若年層の運転免許保
有率は男女共に高く、バスやタクシーなどを差
し迫って必要とする状況がまだ生まれていない
という実態もあります。しかし、団塊の世代の
方々が75歳を迎える2022年頃からは、公共交
通に対する需要が急激に高まってくることが予
想されます。
公共交通と向き合う上で、財政面での問題が
一番にあがりますが、交通事業者や行政側に期
待することは、やはり利用者のことを第一に考
えた運営と言えます。一方で、わたしたち利用
者としては、公共交通の抱える現状や問題を知
り、可能な限り公共交通機関を利用することが、
その存続を助けることにつながるという意識を
持つことも大切です。
“移動”　は目的ではなくあくまで手段であり、
苦痛なものである場合がほとんどです。しかし、
その中にゆとりや楽しみを見出すことも、これ
からの時代必要なことなのかもしれません。

市
内
の
交
通
網
の
特
徴

土
岐
市
は
、
中
央
自
動
車
道
と

東
海
環
状
自
動
車
道
の
結
節
点
と

し
て
広
域
交
通
網
に
恵
ま
れ
、
市

内
に
は
土
岐
Ｉ
Ｃ
、
土
岐
南
多
治

見
Ｉ
Ｃ
、
五
斗
蒔
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

と
３
つ
の
Ｉ
Ｃ
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
Ｊ
Ｒ
中
央
線
が
通
っ
て
お
り
、

名
古
屋
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
比
較

的
便
利
な
地
域
で
す
。

一
方
、
市
内
の
公
共
交
通
に
目

を
向
け
る
と
、
民
間
事
業
者
の
運

行
す
る
路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、

市
が
運
行
す
る
市
民
バ
ス
や
予
約

あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
「
の
っ
て

こ
」
が
走
っ
て
い
ま
す
。
市
民
バ

ス
や
の
っ
て
こ
な
ど
は
、
平
成
27

年
度
に
策
定
し
た
「
土
岐
市
公
共

交
通
網
形
成
計
画
」
を
踏
ま
え
て

運
行
さ
れ
、
通
勤
、
通
学
、
通
院
、

買
い
物
な
ど
皆
さ
ん
の
日
常
生
活

に
欠
か
せ
な
い
移
動
手
段
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

課
題
山
積
み
、
公
共
交
通
の
今

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
自
動

車
が
社
会
に
広
く
普
及
し
て
い
る

状
態
）
の
進
展
や
、
近
年
の
人
口

減
少
な
ど
を
原
因
と
し
た
利
用
者

の
減
少
に
よ
り
、
公
共
交
通
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。

利
用
者
の
減
少
は
運
行
の
減
便

な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
き
、

そ
れ
が
さ
ら
な
る
利
用
者
の
減
少

を
引
き
起
こ
す
と
い
う
「
負
の
ス

パ
イ
ラ
ル
現
象
」
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
影
響
で
公
共
交
通

網
が
成
り
立
た
な
く
な
る
可
能
性

も
あ
り
、
利
用
者
減
少
に
よ
る
収

支
悪
化
が
原
因
で
路
線
存
続
が
困

難
と
な
っ
た
鉄
道
や
バ
ス
路
線
の

増
加
は
、
近
年
全
国
的
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
大
き

な
減
収
が
続
く
バ
ス
事
業
は
、
当

市
に
お
い
て
も
決
し
て
他
人
事
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

市
民
バ
ス
と
の
っ
て
こ
と
を
合

わ
せ
た
利
用
者
数
は
、
年
間
約
８

万
５
千
〜
７
千
人
で
推
移
し
て
お

り
ほ
ぼ
横
ば
い
傾
向
で
す
が
、
民

間
路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
利
用

者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
公
共

交
通
が
十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
の
未
来
は

[特集]　公共交通の未来は

利用することが
バスの存続を助けると
いう意識も必要

特
　
集

皆
さ
ん
、
近
頃
バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
、
電
車
な
ど
の
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
ま
し
た

か
。
利
用
者
の
減
少
な
ど
に

よ
り
、
公
共
交
通
を
取
り
巻

く
環
境
は
全
国
的
に
非
常
に

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。公

共
交
通
は
私
た
ち
や
次

の
世
代
の
市
民
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
存
在
な
の
で
し
ょ

う
か
。
今
号
で
は
、
公
共
交

通
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
す
。

　
産
業
振
興
課
（
☎
54
１

２
１
３
）
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1

公 共 交 通
の 現 状

右のグラフは、東濃鉄道㈱の年度別乗車
人員数の推移を表したものです。路線の減
便などによる影響もありますが、平成15年
には約105万人あった乗車人員が、平成
30年には、約84万人と15年間で約２割減
少しています。
また、乗車人員の減少に伴い、運営状況

も厳しいものとなっています。現在市内を
運行する路線バスの収支は全て赤字となっ
ています。国などの補助金などを受けてな
んとか運行を維持していますが、その補助
を受けるにも一定の条件があり、このまま
乗車人員の減少が続けば、路線の維持が困
難になる可能性もあります。

バス利用状況の推移（路線バス）

土岐市地域公共交通活性化協議会の副会
長。大学で教鞭をとる傍ら、愛知・岐阜
県内を中心とした多くの自治体の交通関
連会議の会長、委員を務める。
地域交通政策や土木計画学、福祉のまち
づくりが専門。

中部大学工学部都市建設工学科
大学院工学研究科建設工学専攻

　　　磯部　友彦　教授

系統別輸送実績表より作成　提供：東濃鉄道㈱
※乗車人員は市内を運行する路線の合計で算出
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市
で
は
、
市
民
代
表
や
交
通
事

業
者
、
行
政
機
関
ら
で
組
織
す
る

土
岐
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
協
議
会
で
は
、
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
に
掲
げ
た
４
つ
の

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
地
域
に
ふ

さ
わ
し
い
交
通
づ
く
り
の
た
め
の

話
し
合
い
を
重
ね
て
い
ま
す
。
４

つ
の
基
本
方
針
と
し
て
、「
民
間

路
線
バ
ス
の
利
便
性
を
高
め
る
こ

と
」「
交
通
弱
者
一
人
一
人
の
参

画
に
よ
り
、
地
域
交
通
を
作
る
こ

と
」「
高
校
生
の
安
心
・
安
全
な

通
学
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
」

「
利
用
促
進
に
向
け
た
関
係
者
の

役
割
明
確
化
と
連
携
強
化
を
図
る

こ
と
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
高
校
生
の
通
学
手
段

の
確
保
に
関
し
て
は
、
市
内
公
立

高
校
の
通
学
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

毎
年
８
月
に
実
施
さ
れ
る
中
学
３

年
生
向
け
の
高
校
説
明
会
の
際
に

CHAPTER

2

市民と考える
公 共 交 通

配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
岐

商
業
高
校
の
生
徒
と
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
実
施
し
、
利
用
者
目
線
か

ら
利
便
性
の
向
上
に
向
け
た
施
策

を
一
緒
に
考
え
る
な
ど
し
ま
し
た
。

利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

と
し
て
は
、
幅
広
い
年
代
の
方
々

に
公
共
交
通
に
触
れ
て
も
ら
う
機

会
を
増
や
す
た
め
、
セ
ラ
ト
ピ
ア

土
岐
で
実
施
さ
れ
る
「
福
祉
ま
つ

り
」
に
ブ
ー
ス
出
展
し
、
子
ど
も

向
け
の
写
真
撮
影
会
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
を
企
画
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
東
濃
鉄
道
と
共
同
で
ク
リ
ス

マ
ス
バ
ス
の
飾
り
付
け
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
し
た
。
駄
知
小
学
校
附

属
幼
稚
園
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も

と
、
バ
ス
車
内
を
に
ぎ
や
か
な
ク

リ
ス
マ
ス
仕
様
に
飾
り
付
け
、
利

用
者
の
皆
さ
ん
に
温
か
い
気
持
ち

に
な
っ
て
も
ら
う
と
共
に
、
バ
ス

に
な
じ
み
の
な
い
方
に
も
興
味
を

も
っ
て
も
ら
う
た
め
の
一
つ
の
き

っ
か
け
と
し
ま
し
た
。

市
民
参
画
に
よ
る
地
域
交
通
の

構
築
に
関
し
て
は
、
平
成
30
年
度

か
ら
、
駄
知
町
に
お
い
て
新
た
な

交
通
体
系
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
次
頁
で
紹
介
し
ま

す
。

２

１

４３

５

1高校生とのワークショップの様子。「雨天時における
運賃の割引」「バス停の待合環境の改善」など利用者
目線での多彩な意見が出されました。
2「福祉まつり」にブース出展した際の様子。運転手や
ガイドの制服を着ての記念撮影会や、バスやタクシー
のペーパークラフト製作コーナーなどが人気を集め、
ブースには200人以上の来場者が訪れました。
3高校通学マップ。出身中学校別に細かなダイヤや乗り
継ぎの時間、定期の料金などを掲載しています。
45クリスマスバス飾り付けイベントの様子。画用紙や
廃材などで手作りされたサンタクロースやトナカイな
どの飾りが、車内をにぎやかに演出しました。

駄
知
町
で
は
、
平
成
30
年
４
月

よ
り
、
町
内
会
連
合
会
に
て
公
共

交
通
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

地
域
交
通
に
つ
い
て
の
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

検
討
委
員
会
は
、
町
内
会
連
合

会
や
白
寿
会
連
合
会
、
民
生
児
童

委
員
協
議
会
の
代
表
者
ら
で
組
織

さ
れ
、
町
民
の
意
見
を
反
映
し
た

運
行
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て

ほ
ぼ
毎
月
の
よ
う
に
協
議
を
重
ね

駄
知
町
の
新
し
い
交
通

て
き
ま
し
た
。

検
討
の
結
果
、
運
行
が
決
ま
っ

た
駄
知
町
民
バ
ス
（
仮
称
）
は
、

買
い
物
や
通
院
、
そ
の
他
の
用
事

で
町
内
を
移
動
す
る
場
合
や
、
民

間
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
、
町
外
・

市
外
へ
出
掛
け
る
際
の
移
動
手
段

と
し
て
、
町
民
と
市
の
協
働
に
よ

り
運
行
す
る
も
の
で
す
。
ル
ー
ト

は
駄
知
町
内
を
巡
回
す
る
も
の
で
、

町
民
の
生
活
の
足
と
し
て
の
利
用

の
ほ
か
、
バ
ス
内
が
一
つ
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
場
、「
地
域
の
サ
ロ

ン
」
の
よ
う
な
存
在
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

運
行
の
時
間
帯
は
、
平
成
29
年

度
に
実
施
し
た
試
験
運
行
の
結
果

か
ら
、
利
用
者
が
極
端
に
少
な
く

な
る
午
後
の
便
を
な
く
し
、
正
午

過
ぎ
ま
で
と
し
ま
し
た
。
運
賃
収

入
や
市
か
ら
の
補
助
金
の
ほ
か
、

町
内
会
連
合
会
や
町
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
の
協
力
金
な
ど
に
よ
る

運
営
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

町
民
バ
ス
の
名
称
は
公
募
に
よ

り
決
定
す
る
ほ
か
、
６
月
４
日
か

ら
の
運
行
開
始
に
向
け
、
さ
ま
ざ

ま
な
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
町

民
の
方
に
は
別
途
、
町
内
配
布
文

書
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ル
ー
ト

や
停
留
所
、
ダ
イ
ヤ
な
ど
の
詳
細

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

検討委員会の様子。町民自らが中心となってルートや停留所の位置を考えます。

町民バスのデザインロゴ（案）。
町を象徴するどんぶりをモチー
フとし、模様に見える部分には
DACHIの文字が隠されています。

団塊の世代の後期高齢者への移行を控え、駄知町においても
一段と加速する少子高齢化への危機感を強めています。
そのような状況の中、この町民バスに期待することは、買い

物や、医療・金融・行政機関への移動手段といった、日常生活
で最低限必要な役割だけではありません。バスの車内自体がコ
ミュニケーションの場となることはもちろんのこと、公民館や
白寿苑、児童センターなどでのサークル活動、杉焼池や運動公
園でのウオーキング、あるいは喫茶店や知人宅での語らい、民
間バスを乗り継ぐことでの町外・市外への外出と、自分の足で
行動範囲を広げ、楽しみを見つける手段として、多くの可能性
を秘めたものだと捉えています。
始まりは十分な運行状況ではないかもしれませんが、利用が

増えれば今後のさらなる改善も可能です。健康で安心安全の未
来、町の活性化への期待を乗せた町民バスです。

駄知町町内会連合会　会長

山内　博文　さん

[特集]　公共交通の未来は

“移動手段”　としてだけではなく
 “楽しみを見つける手段”　として
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運転免許証自主返納者支援制度 人身事故の件数と高齢運転者が第一当事者となった
割合（多治見警察署管内）

多治見署管内で発生した人身事故件数はここ５年、減少傾向に
あります。一方、そのうち65歳以上の高齢運転者が事故の第一
当事者となった割合は平成29年、30年と連続で20％を超えてお
り、相対的に見て増加傾向にあると言えます。

0
平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

800
( 人 )

■65歳以上
■64歳以下700

600

500

400

300

200

100

17.9% 23.7%

19.7%

17.9% 19.9%
23.7%

21.2%

バス回数券 タクシー回数券

見　本 見　本

自主返納に関する相談や問い合わせは多治見警察署（☎㉒0110）まで

高
齢
者
運
転
＝
悪
で
は
な
い

多
治
見
署
管
内
の
人
身
事
故
発

生
件
数
は
、
近
年
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
一
方
で
、
65
歳
以
上
の

高
齢
運
転
者
が
人
身
事
故
の
第
一

当
事
者
※　

と
な
っ
た
事
故
件
数
の

割
合
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
交
通
事
故
対
策
は
、
今
後

も
重
点
的
に
力
を
入
れ
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
で
す
。

こ
こ
数
年
、
ニ
ュ
ー
ス
や
紙
面

を
に
ぎ
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
高

齢
運
転
者
に
よ
る
ブ
レ
ー
キ
と
ア

ク
セ
ル
の
踏
み
間
違
い
や
、
逆
走

な
ど
の
報
道
に
よ
り
「
高
齢
者
運

転
＝
悪
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を

持
た
れ
て
い
る
方
も
少
な
く
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
、
加

齢
に
よ
る
認
知
機
能
や
運
動
機
能

の
低
下
に
よ
り
、
交
通
事
故
の
発

生
リ
ス
ク
は
大
き
く
高
ま
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
症
状
の
出
方
に

は
個
人
差
が
あ
り
、
免
許
更
新
時

CHAPTER

3

自 主 返 納
という選択

以
上
の
自
主
返
納
者
は
平
成
29
年

が
１
１
５
件
だ
っ
た
の
に
対
し
、

平
成
30
年
は
１
７
０
件
と
大
き
く

増
加
し
て
い
ま
す
。

自
主
返
納
を
し
た
場
合
、
身
分

証
と
し
て
も
使
用
で
き
る
運
転
経

歴
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
高
齢
者
な
ど
の
場

合
、
交
付
手
数
料
が
県
交
通
安
全

協
会
か
ら
全
額
助
成
さ
れ
ま
す
。

運
転
免
許
証
を
更
新
せ
ず
失
効

さ
せ
て
し
ま
う
と
、
運
転
経
歴
証

明
書
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。
運

転
を
や
め
ら
れ
る
場
合
は
、
失
効

前
に
自
主
返
納
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

処
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
で
す
。

一
歩
間
違
え
ば
車
は
鉄
の
塊
。

大
切
な
ご
家
族
が
事
故
の
被
害
者

に
も
、
あ
る
い
は
加
害
者
に
も
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
運
転
免

許
証
の
自
主
返
納
は
一
つ
の
選
択

肢
で
あ
り
、
サ
ポ
カ
ー（
高
齢
者

向
け
安
全
装
備
車
）の
購
入
な
ど
、

高
齢
者
の
方
の
心
情
を
く
み
な
が

ら
よ
く
話
し
合
い
、
一
緒
に
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

支
援
制
度
の
利
用
を

土
岐
市
で
も
、
平
成
30
年
度
よ

り
自
主
返
納
者
へ
の
支
援
制
度
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の
65
歳

に
お
い
て
、
高
齢
者
講
習
や
認
知

機
能
検
査
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
年
齢
に
よ
り
一
概
に
線
を

引
く
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

大
切
な
の
は
家
族
の
気
付
き

高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通
事
故

が
発
生
し
た
際
、
例
え
ば
軽
微
な

接
触
事
故
を
１
年
で
数
回
起
こ
し

て
い
る
な
ど
の
予
兆
が
見
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
自
身
の
感
覚

と
の
ず
れ
に
よ
り
、
認
知
や
運
動

機
能
の
低
下
は
な
か
な
か
自
覚
し

づ
ら
い
も
の
で
す
が
、
そ
の
さ
ま

ざ
ま
な
予
兆
は
日
常
生
活
の
中
に

も
徐
々
に
現
れ
ま
す
。
そ
の
予
兆

を
い
ち
早
く
察
知
し
、
適
切
な
対

近
年
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
に
関
す
る
報
道
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

県
内
で
も
、
交
通
死
亡
事
故
の
犠
牲
者
の
６
割
以
上
を
高
齢
者
が
占
め
る

と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
多
治
見
警
察
署
の
藤
田
交
通
第
一
課
長

に
、
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
の
現
状
や
、
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
制

度
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

重大事故の加害者になる
リスクも

運転免許証の自主返納に
は、家族の理解と協力が
不可欠

多治見警察署交通第一課

藤田　勝敏　課長

■対象者
次の全てに該当する方
▷土岐市に住民登録をしている満65歳以上の
方

▷有効期限内の全ての運転免許証を自主返納し
た方

▷市税の滞納がない方

■支援内容
次のいずれかを選択してください。
１．バス回数券（100円券23枚つづり２冊）
※東鉄バス・市民バス・のってこ共通で使用で
きます。

２．タクシー回数券（初乗り券８枚つづり１冊）
※１回の乗車で１枚のみ使用できます。差額は
現金で支払いください。

■手続きの流れ
１．多治見警察署または多治見運転者講習セン
ターで運転免許証を自主返納します。

２．手続き後、次の書類を受け取ります。
「申請による運転免許の取消通知書」
「運転経歴証明書」または 「取消しとなった
運転免許証」
３．申請書に必要事項を記入し必要書類を添付
して、市役所生活環境課または支所で申請し
てください。

■持ち物
□申請書（市役所生活環境課または支所にあり
ます）

□「申請による運転免許の取消通知書」の写し
□「運転経歴証明書」の写しまたは「取消しと
なった運転免許証」の写し

□委任状（本人が申請する場合は不要）
□印鑑（認印可。申請書・委任状に押印済みの
場合は不要）

■申請期限など
※申請は、運転免許証を返納してから３カ月以
内に行ってください。

※運転免許証の期限切れ（失効）は、対象外です。
※バスまたはタクシーの回数券は、申請後10日
程を目安に郵送します。

　生活環境課（☎541328）

[特集]　公共交通の未来は

※第一当事者…交通事故が発生した際、その事故に関わった人の中で一番過失の大きい人
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曽木下公民館

研究学園都市
センター

市民バス

一乗車100円（大人・子ども）
※小学校就学前の幼児は無料
※「駄知」または「ウエルフェア土岐」を
　またぐ利用は200円

のってこ（予約あいのりタクシー）

一乗車300円（大人・子ども）
※小学校就学前の幼児は無料
※相乗りの人数による運賃の変動はあり
　ません。

市
が
運
行
す
る
交
通
機
関
で
あ

る
市
民
バ
ス
と
予
約
あ
い
の
り
タ

ク
シ
ー
「
の
っ
て
こ
」
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

市
民
バ
ス
は
、
主
に
路
線
バ
ス

（
民
間
バ
ス
）
の
運
行
が
な
い
も

し
く
は
少
な
い
地
域
を
中
心
に
運

行
し
て
い
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
は
土
岐

市
駅
を
発
着
す
る
電
車
や
、
路
線

バ
ス
と
の
接
続
を
考
慮
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

の
っ
て
こ
は
、
市
民
バ
ス
と
は

違
い
、
予
約
が
あ
っ
た
場
合
の
み

運
行
す
る
デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー

で
す
。
市
民
バ
ス
の
運
行
が
行
き

届
か
な
い
地
域
を
補
う
形
で
運
行

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
肥
田
線
や

泉
・
土
岐
津
線
な
ど
６
系
統
が
あ

り
、
各
地
域
か
ら
ウ
エ
ル
フ
ェ
ア

土
岐
や
総
合
病
院
を
結
ぶ
路
線
と

な
っ
て
い
ま
す
。
土
岐
市
駅
に
は

直
結
し
て
い
な
い
た
め
、
駅
へ
の

利
用
は
乗
り
継
ぎ
が
必
要
で
す
。

CHAPTER

4

公 共 交 通
を利用する

公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
は

全
国
的
に
非
常
に
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
土
岐
市
に
お
い
て

も
そ
れ
は
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
共
交
通
施
策
を
行
う
上
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
に
あ
っ

た
細
か
な
交
通
体
系
の
構
築
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
市
の
運
行

す
る
公
共
交
通
は
市
民
バ
ス
と
の

っ
て
こ
の
２
種
類
で
す
が
、
６
月

か
ら
は
駄
知
町
に
お
い
て
新
た
な

地
域
交
通
運
行
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
す
。
そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て

も
、
地
域
の
状
況
、
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
交
通
づ
く
り
を
民
間
交
通
事

業
者
や
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
協
議

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

公
共
交
通
に
対
す
る
需
要
や
考

え
方
は
、
世
代
や
生
活
環
境
な
ど

で
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
公
平
性

を
担
保
し
な
が
ら
の
利
便
性
の
確

保
と
、
財
政
負
担
と
の
バ
ラ
ン
ス

は
非
常
に
難
し
い
問
題
で
す
が
、

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
を
確
保
す

る
た
め
、
決
し
て
絶
や
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

公
共
交
通
の
未
来
は 市民バスやのってこの定期券・回数券を下記の場所で販売中です。詳しくは市ホームページをご覧ください。

▷東濃鉄道㈱土岐営業所（☎598760）　▷東鉄観光㈱土岐支店（☎553501）

※停留所は主なものだけを表示しています。
※のってこは定路線型ではないため表示していません。

市民バスやのってこの時刻表は市役所
または各支所などに設置
しています。
また、市ホームページで
もご覧になれます。

市ホームページ

土岐市内バスマップ
2019年５月１日現在

年末年始を除く平日に利用できます。決められた停留所間で
利用可能で、予約がない場合は運行しません。

●利用方法

受付時間　午前６時30分～午後６時（一週間前から予約可）
※のってこの車内でもお帰りや次回の予約ができます。

予約はこちら　☎565500

１．予約の電話
予約締切の時間　（出

発時刻の30分前）　まで
に電話をします。
氏名、電話番号、乗る
停留所、降りる停留所、
乗りたい便、人数を伝
えます。

２．停留所で待機
余裕をもって停留所
に出掛けましょう。

「のってこ」　のマグネッ
トが貼られたタクシー
車両が到着します。

●運賃詳細

●市民バスと東鉄バスの乗継割引
▷東鉄バス200円券と市民バス100円券を200円で購入でき
ます。

▷市民バスと東鉄バスを乗り継ぐ場合に使用できます。

土岐南北線 どんぶり会館
バーデンパーク線ウエルフェア

土岐を
またぐ利用は
200円

100円
100円

100円100円
駄知を

またぐ利用は
200円

バーデンパークSOGI 曽木下公民館

土岐市駅前

駄知ウエルフェア
土岐

市民バス
100円券

東鉄バス
200円券＋ →　200円
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